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書　　評
三戸　公著
『ドラッカ 自由・杜会・管理　　』
小　　林　　俊　　治
　PT・Druckerの影響を披きに，戦後日本の経営学界およびマネジメソトの世界は語
れないといっても過言ではないであろう。
　本書は，そのドラヅカーの全体像を薯老独自の視角から解明したものである。
　薯者の三戸公教授（立教犬学）は，すでに昭和33年に『個別資本論序説　　経営学批
判一』（森山書店），昭和4ユ年に『アメリカ経営思想批判』（未来杜）孜どを薯わし，
わが国の経営学研究に強いイソパクトを与えてきた。なお筆老は，r早稲田商学』193号
（昭和42年）に『アメリカ経営思想批判』の書評を発表した包
　『ドラソカー一自由・社会・管理一』（未来社1971年）の主要な目次は，次の通り
である。
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　薯老はrまえがき」で，ドラッカーがグローバルな理論家であると述べ孔薯老によ
れぱ，グローバルな理論とは，規範論・理論・政策論の三者を統合的にもっているもの
である。すなわち，薯老によれぱ，ドラヅカーには，人間いかにあるべきか，現代杜会
はいかなる法則に導かれて鹿開されつつあるか，そしてその現代杜会において，その人
間の本性をつらぬき開花させるには，どのようにしたらよいのか一という問いに対す
る処方菱がある。
　著老は，ドラッカーの人間観（規範論）を次のように理解する。すなわち，r人問の
本性は自由にある」こと，そして，r責任ある選択respOnsibe　choiceこそ，自由の本義
であり，人間の本性である」と理解す孔また，ドラソカーの理論は，専門化と統合と
いう組織の原理から現代杜会を分析する。そして，薯老は，ドラッカーの政策論を次の
ように理解する。すなわち，さまざまな組織体からなる現代の産業杜会が自由にしてか
つ機能するようにするには，r各組織体の内部で各人に自由と機能があたえられねぱな
らない。」そのためには，また，組織体のr経営管理に自由と機能の相応的な諸施策を
とり，高潔なる品性の所有者のみを管理者とする」と理解する。著老は，薯老なりに読
みこんだこうしたドラッカーの考え方に共感をあらわしてい㍍
　r序　章　ドラヅカー理論の思想的基盤」においては，初期のドラヅカー，すなわち
『経済人の終り』（1939年）と『産業人の未来』（1942年）のエヅセソスを中心に議論
が展開されている竈
　ドラッカーがマルクスを否定するにもかかわらず，著者は，ドラッカーとマルクスを
対比させ，r経済人から精神人へ。フェティシズムの世界から脱L，物質的制約から解
放されて精神の飛翔を夢みたマルクスと，経済人の終焉を告げ，『責任ある選択』の精
神人の杜会たるべきを主張するドラッカーとのあまりの相似に驚くのである。」
　ドラッカーは，商業杜会＝資本主義杜会と杜会主義杜会とに共通する人間性について
の考え方として，経済人の概念を指摘する。しかし，この経済人は，独占資本主義や官
僚制の出現のため，どちらの杜会においてもその行動の自由を失ない，もはや死謡のよ
うになってしまった。そして、それにかわる新らしい人間像そして杜会体制が確立せず
に，人々が絶望的になっているとき，ファシズムが出現した。そのファシズム，彼の場
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合にはナチズム，に反抗して，ドラッカーは1933年にドイツを去った。
　薯者の三戸教授は，現在の日本の状況が，かつてドラッカーが告発したファシズム的
杜会の状況と似ていることを指摘する。そして，薯着は，ドラッカー理論の思想的基盤
が全体主義への反抗すなわち人間の自由平等への深い確信にあるとみる。
　r第一章　自由論一人間の本性一」においては，ドラッカーの自由の概念が，マ
ルクス，アイザック・バーリソ，フ日ム，ウェーパーなどと比較考量されつつ，多面的
に解明される。薯老は，ドラヅカーのいう自由とは責任ある選択であるとし，その自由
の概念がキリスト教に基づくことを指摘する。そして，著者はここでいうr責任」とい
う概念を，ウェーバーの責任倫理Verantwortungsethikと志操倫理Gesimungsethik
（薯者はガースとミルスが志操倫理をethik　of　absO1ute　endsと英訳していることに
注意を払っている）と関連させて説明する。
　志操倫理とは，自已の信念に基づいて行動をなし，その行動の結果に対して，たんら
責任をとろうとしない態度であり，責任倫理とは，結果に対する責任をもって，行動す
る態度である。しかし薯老は，ウェーバーがr責任倫理の重みにたえながらも，しかも
なお，志操倫理を高くかかげることを願っている」ことを指摘する。
　この責任論に関連させて，著者は，薯者自身の実証研究をふまえて，現代の企業が次
第に機関所有にもとづく経営者支配となりつつあり，企業体のトップが企業の支配力を
握りつつあることを明らかにする。そして，たとえぱ，公害企業のよう放場合，「企業
に責任があるというのは，その実，何よりもまず企業構成員にとりわげ企業のトップに
責任があるということであり，企業におげる意志決定謝こ責任があるということであ
る」と主張する。つまり企業のトップの責任倫理の重さを強調する口
　薯者は，前述のようにドラッカーの自由の概念が，キリスト教の人間観すなわち人間
が不完全であり，弱著であることに基づいていることを指摘し，ドラッカーが，完全な
もの，絶対なものを信じることは危険であり，全体主義へみちびくことであると述べる
のに賛同する。ドラソカーは，人間が不完全であるから，意志決定の余地があり，そこ
にさまざまな行動への可能性すなわち自由があるというのである百他方，薯着は，フロ
ムの『自由からの逃走Escape　frOm　FreedOm』（1941年）を引用して，自由がもたら
す危険性をも指摘する。す孜わち，フロムはrこの独立と自由の拡大，個性化の進展は，
同時に不安と孤独の増大である」と述べ，そのため，人々は，権威主義や機械的画一性，
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破壊性に走るようになることを指摘する。著老は，この自由の重み，そして責任に耐え
ねぱならぬことを強調する。
　r第二章　産業杜会論一組織杜会の形成と論理一」では，まず，ドラヅカーの杜
会の純粋理論が論じられる。著老は，ドラヅカーの純粋理論を次のように要約する。す
なわちr杜会は機能しなげれぱならぬ，そのためには，杜会はその個々の成員に地位と
機能s㏄ial　status　and　functiOnを与えなけれぱならず，また，その杜会の決定的な
権力は正統な権力1egitimate　powerで注けれぱならぬ。」というのがドラッカーの純
粋理論である。
　ドラッカーは，現代杜会を産業杜会i口dust由1societyとみる。それは，19世紀の商
業杜会mercantile　sOcietyとは異質のものであり，経済人を中心とした市場の論理が
通用しなくなった杜会である。薯老は，ドラヅカーのいう産業杜会においては，犬量生
産の原理が大きな役割をはたし，マルクスのr労働者の生産手段からの分離」という事
態も，ウェーバーのr官僚制」の現象も，ドラッカーのいう犬量生産の原理によって説
明されるとする。
　著劃こよれぱ，ドラッカーの大量生産の原理はr目的合理的行為における専門化と統
合の組織の原理であり，それは合理的，技術的な論理であるとともに，諸個人を一つの
統一体に緒合しまとめあげてゆく杜会の論理でもある」。そして，この犬量生産の原理
が最も典型的に展開されるのが産業企業体industrial　enterpriseである。この産業企
業体が現代の代表的で，決定的な制度である。
　産業企業体の経営者の権力は，所有と経営の分離の結果，かならずしも経営者自身の
財産権にもとづいてはい放い。そこが前産業杜会と違うところであり，現代の経営者は，
その意味では，正統な権力の基盤をもっていないのである也薯着は，現代の経営老が公
害間題などに無関心になりがちなのは，彼らが正統底る権力をもたず，その結二果，正統
なる権力に附随する義務と責任から解放されているからではないかと示唆する。
　また，薯者は，ドラヅカーの未来費用（会計学上の費用は当期費用）の概念が資本主
義経済のもとでは倫理的に非難されるべきものであるとするが，だからといって，私的
利潤を否定する杜会主義経済が，単純に理想的なものであるとはいえないという。そこ
で，著老は，ドラッカーの把握した産業杜会の企業原則，すなわち・企業維持の原則や
産出高増犬の原貝肱ども，資本主義的経済法則あるいは杜会主義的経済法則によって限
1348
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　225
定されたものとしてみなければならぬと述べる。
　そして，薯着は，マルクスの発展論（資本主義杜会から杜会主義杜会へ）とドラッカ
ーの発展論（資本主義栓会から産業杜会へ）とを比較し，「現代から未来へむかっての
杜会は，杜会主義というよりもむしろ組織中心の杜会と把握したほうが，より杜会を積
極的に内容をもった把握ができるように思われる」と述べる竈
　r第三章　経営管理論一組織におげる自由と機能一」においては，ドラヅカーの
管理論の特長が述べられている。薯老によれぱ，ドラッカーの経営管理論カミ企業におげ
るr管理」のみならず，そこにおげる構成員の「自由」を重視した点と企業をたんなる
経済的制度とみず，経済的制度であると同時に統治的制度でもあり，杜会的制度でもあ
るとみた点において・これまでのテイラーたどの管理論と遠うのである。
　薯者によれぱ・ドラッカーは，経営者の役割は，経済的成果を達成することであり，
そのためには，企業（軍隊や官庁でばなく）を経営し，管理老を管理しmanagi而g
managers，さらにまた従業員と仕事を管理managing　worker　and　workすることに
あるのである。そして，ドラッカーは，企業の目的は，今や知らぬものがないほど有名
に液ってしまったr顧客の創造」である。著者によれぱ，利潤は，企業活動の測定の唯
一の尺度でありエ手段にすぎないのである。そLて，適切たマーケティソグ活動とたえ
ざるイノベーションによって，企業は顧客を創造しつづけられるのである鉋言葉を変え
れぱ，消費着の欲求するものをつくることが大切になるのである。
　次に，薯老は，自由と責任という観点から，企業目標達成のための目標管理について
述ぺる。そLて，ドラッカーの組織原則の特質として，連邦的分権制を指摘する。連郭
的分権制は，人間の自由と機能をよく生かすものであり，薯者は「連邦分権制は，目標
管理・自己統制の管理を保証する組織構造であり，今日知られている企業組織のうち最
もすぐれたものである」と主張する。
　また，薯者は，ドラッカーの労務管理論，尊門家職員，および管理者のあり方を論じ
る。そこで薯老は。従業員の人間性の重視，公害などにみられるブロフェッショナルの
役割の増大，管理者の人格の高潔たるべきことを，ドラヅカー｝こよりつつ，あるいは反
蟹しつつ論じる。そして，薯老は，産業杜会においては各組織体が自律的に行動すれぱ，
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その杜会カミ多元的な社会となり，巨大な国家による支配がなくなるであろうL，なくな
るべきだとする。
　r補論一　現代企業と労働組合」では，rドラッカーに少なからず依拠しながら」・現
代杜会一資本主義杜会であれ，杜会主義杜会であれ一における企業と労働組合との
関係カミ論じられる。そのさい，薯老は，ドラッカーのいう企業がたんなる経済的制度ぽ
かりでなく，統治的，杜会的制度でもあるという点から，労働組合もその三つの制度の
統一体としての企業にそくして意志決定をしていくことの必要を論じる。そLて，賃金
間題重視と労組の官僚化などに警告を発している。また，この補論は，『月刊労働問題』
ユ969年8月号に発表されたものであるが。藤田若雄教授の労働組合＝「誓約団体」説と
徳永重良教授の労働組合論（「杜会主義のための学校」の強調）に論及L，現代の労働
組合のあり方を論じたものである。
　r補論ニ　ドラッカー，その虚像と実像」では，日本におげるドラヅカー受容のゆが
みを指摘し，初期ドラッカーと後期ドラヅカーの連続性を認め，ただ後期では現状肯定
的となり，初期ほどの内的緊張がみられたいということを明らかにする。そして薯者は，
ドラッカーが組織の管理老の品性を重要視し，それが未来杜会のキャスティソグ・ポー
ドを握っていることを指摘する。
　rあとがき」では，薯者がドラヅカー中こ煩倒的になったプロセスやヨーロッバ旅行で
ドラッカーの生家を見つげ出すというエピソードなどカミ興味深く書かれており，著老の
ドラッカー理解の深さを知ることができる。
　以上が本書の概要である。
4
本書の薯者，三戸教授は，すでに前述のrアメリカ経営恩想批判』の『第5章　ドラ
ッカー「大量生産革命論」批判』と『第6章　ドラッカー「現代大企業論」批判』にお
いて詳細かつ優れたドラッカー論を展開している。Lかし今日は前薯が出版された昭
和41年とは違って，企業の外都環境がきびしいものとなっている。公害・そしてそれに
もとづく環境破壌あるいは著老の反乱あるいはファシズムの近づく気配などの杜会的変
動は，新しいドラッカー解釈を要求しているが，薯者は，本書で初期ドラヅカーの重視
によって，よく蒔代の要講に答えている竈これは，やはり，薯者が人間の自由と平等に
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ついて絶えず省察し，鋭い間題意識をもちつづげてきている結果であろう。著著が・ど
ちらかというと，これまでわが国経営学の射程外にあった初期ドラヅカー（r経済人の終
り』と『産業人の未来』）に照躬を与えてくれたおかげで，わが国のドラッカー理解もよ
うやくバラソスカミとれてきたといえよう。後期ドラヅカーの背後には，ヱ930年代のファ
シズムをくぐりぬけてきたドラッカーの体験があるということを忘れてはならないであ
ろう。
　また著者は，本書全体にわたって，絶えずマルクスとウェーバーに関連させてドラッ
カーを解明している。そして，三着の共通点と相違点を明確にする竈それによって，わ
れわれは，ドラッカーを一層よく理解できるのである。また，それによって薯者の企業
経営ないし杜会全体に対するフィロソフィーも浮彫りにされるのである回各人がr責任
ある選択」をできる社会への渇望が薯老のフィロソフィーの基盤であるといえよう。
　今日，さまざまな分野で，1920年代から30年代にかけて，ドイツ語圏内からアメリカ
ヘ移住した知識人たちのことが問題にたっているが，ドラッカーもその一員であり，ア
メリカでは有名たニューヨーク大学大学院経営学研究科でも教鞭をとった。亡命者とし
てのドラッカーも，興味ある問題となろう。
　いずれにしても，資本主義的企業制度が危機に瀕L，重た他方において全体主義の問
題が再燃しつつある今日，本書は，コンパクトではあるが，その内容は，大変重いもの
であるといわざるをえない。
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